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**************************************************************************

本メールは日本臨床検査専門医会の電子メール新聞 JACLaP WIRE No.54 です。

**************************************************************************

日本臨床検査医会→日本臨床検査専門医会へ会名が変更されました
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[お知らせ-1]◆会員動向（2003 年 1 月 15 日現在数 631 名, 専門医 448 名）

　新入会員 　

　　小倉 加奈子　先生　（順天堂大学浦安病院病理）

　　中村 政明　　先生　（熊本大学医学部付属病院中央検査部）

　　野崎 士郎　　先生　（香川医科大学付属病院検査部）

　　松田 隆晴　　先生　（順天堂大学付属浦安病院検査科）

　退会会員

　　小坂　義種　先生　平成 14 年 12 月 31 日退会

　　紺井　忠弥　先生　平成 14 年 12 月 31 日退会

　　室谷　光三　先生　平成 14 年 12 月 31 日退会



2/6

==============================≪JACLaP WIRE≫=============================

[お知らせ-2]

◆平成 15 年度　第一回　日本臨床検査専門医会　常任・全国幹事会開催のお知らせ

　　開催日時：平成 15 年 2 月 1 日、　午後 12 時

　　会場　　：日本臨床検査医学会事務所

==============================≪JACLaP WIRE≫=============================

[お知らせ-3]

◆日本臨床検査医会の名称変更について   
　平成 14 年 11 月 21 日、大阪市において開催された日本臨床検査医会幹事会ならびに

総会において、本会の名称を日本臨床検査専門医会と変更することが承認されました

ので、変更に至る経緯について報告し、新しい会名の下に会員各位がより一層一致団

結し、本会の発展にご協力下さることを願っております。

　日本臨床検査医会の名称変更に関しては、2002 年 1 月に開催された全国幹事会の席

上、我が国で認定医制度を敷いている学会の協議会である専門医認定制協議会におい

て認定医の名称を統一化する方向が示され、日本臨床検査医学会でも認定医の名称を

2001 年 4 月 1 日、臨床検査専門医に変更したこと、さらに関連学会・団体の名称も最

近、日本臨床検査医学会および日本医学検査学会へと相次いで変更され、本学会の名

称が非常に紛らわしく、会員外の方々にはこれらの学会・団体との違いについて理解

を得難いことから、会の名称を改定すべきであるとの意見が提出されました。これを

受けて、本会では資格審査・会則改定委員会委員長を兼務されている渡邊清明副会長

に学会の名称改正に関する検討を行って頂くよう諮問いたしました。

　委員会では、全会員に対してアンケート調査を行うなど、慎重に討議された結果、

88.4%の会員より会の名称変更やむなし、あるいは変更すべきであるとの意見が寄せら

れました。また、会の名称については回答者の 78.9%が日本臨床検査専門医会が適当で

あると回答されました。この結果を今年度開催の常任幹事会および全国幹事会に諮り

、日本臨床検査専門医会とすることで出席者全員の賛同を得ました。また、同日開催

された総会においても名称変更に関して承認を得ることが出来ましたので、平成14 年

11 月 21 日をもって会則を改定し、会の名称を日本臨床検査医会から日本臨床検査専門

医会とし、本会則を平成 15 年 1 月 1 日より施行することに致しました。 
　臨床検査を取巻く状況は益々厳しくなり、臨床検査医の病院検査部における存在さ

え否定されかねない動きが見られるのはご承知のとおりであります。このような現状

を打破する為には会員の皆様が一致団結してこの難局に立ち向かう必要があると思い

ます。会員各位におかれましては、会の名称変更の真意をお汲み取り頂き、一層のご

協力を賜りますようお願い申上げる次第です。

（日本臨床検査医会会長        河野均也）
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[最新トピックス-1]

◆日米における 2000 年の死亡順位の比較

　2000 年における日米の死亡順位を人口 10 万人に対する死亡率で比較してみると、第

1位は日本／米国でそれぞれ悪性腫瘍 235.2／心臓病 252.3、第 2位は心臓病 116.8／

悪性腫瘍 196.1、第 3位はいずれも脳血管障害で 105.5／59.0、第 4位は肺炎 69.2／慢

性呼吸器疾患 43.9、第 5位はいずれも事故死で 31.4／33.3、第 6位は自殺 24.1／糖尿

病 24.4、第 7位は老衰 16.9／インフルエンザ・肺炎 23.8、第 8位は腎不全 13.7／ア

ルツハイマー病 17.4、第 9位は肝疾患 12.8／腎炎・ネフローゼ 17.4、第 10 位が慢性

閉塞性肺疾患(POCT)10.2／敗血症 11.2 であった。

　日米における死亡率の相違は、悪性腫瘍が日本では 1位であるのに対し、米国では 2

位となっており、日本で 2位の心臓病は米国では 1位と逆になっている。1999 年と比

べると、日本では悪性腫瘍が漸増しているが、2位の心臓病から 10 位の慢性閉塞性肺

疾患までは前年に比べ減少している。米国の場合は、1位の心臓病から 6位の糖尿病ま

では前年度と比較して死亡者数が減少しているが、第 7位のインフルエンザ・肺炎か

ら 10 位の敗血症までは、2000 年度に増えている。

（獨協医科大学越谷病院臨床検査部教授    森        三樹雄）
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【The Medical & Test Journal 12 月１日号から】

◎全国部長会、全国国公私立大学病院検査部長会議の組織化を了承

　日本臨床検査医学会総会（清水章総会長：大阪医科大学教授）が 11 月 22 日から３

日間の会期で大阪市で開かれた。それに先立ち 21 日に行われた全国部長会（大学病院

、臨床研修指定病院の検査部長で構成）で渡辺清明氏（慶応大学教授）は、全国部長

会を現行の経営主体別の大学病院部長会からの報告会にとどめず、大学病院検査部が

かかえる問題に迅速に取り組むことができる機動力をもった組織に再構築することが

必要だと主張した。これをうけて会合では、「全国国公私立大学病院検査部長会議（

仮称）」を組織化していくことを了承した。体制の詳細は、今後詰めていく方針だ。

さらに組織化される「全国国公私立大学病院検査部長会議（仮称）」では、早急に「国

公私立大学病院検査部における業務委託に関する考え方」を全国の大学病院・病院長

に周知してもらう活動を起こすことが決まった。

◎全国国立大学病院検査部会議　独法化にむけ９つのＷＧ設置へ

　全国国立大学病院検査部会議が、2004 年度の独立行政法人化に対応するため９つの

ワーキンググループを立ち上げる方針が明らかになった。これは 21 日、大阪市で開か
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れた大学病院及び臨床研修指定病院の検査部長による全国部長会で神辺眞之氏（広島

大学教授）が報告した。

◎第 49 回日本臨床検査医学会総会　検査部取り巻く課題を幅広く議論

　第 49 回日本臨床検査医学会総会（総会長：清水章大阪医大教授）が11 月 22～24 日

の３日間、大阪市で開かれた。今回の総会では、専門領域の最新知見のセッションに

とどまらず、2004 年度から実施される卒後臨床研修の必修化、独立行政法人化などの

動きを視野に、検査部を取り巻く環境の変化にどう対応していくべきかを正面から議

論する総会になった。とくに学会関係者の枠を超え、医療・検査界から幅広く専門家

を招へいし、今後の臨床検査のあり方を探る検査医学会の新たなスタイルを示した。

◆副会長の選出法、評議員互選から会長指名に改訂

　22 日の学会総会（櫻林郁之介会長：自治医大大宮医療センター）では 02 年度の活動

経過報告および 03 年度の事業計画案などが報告され、了承された。03年度事業計画で

は、来年の日本医学会総会の開催に伴い、来年４月３日に第７回特別例会を福岡市で

開催するほか、10 月 29 日から３日間の会期で広島大学の神辺眞之教授を総会長に第50

回総会を広島国際会議場で開く。

◆公開講演会　一般市民 500 人が参集、検査の重要性をアピール

　臨床検査の重要性を広く国民にアピールする--第 49 回日本臨床検査医学会総会（清

水章総会長：大阪医科大学教授）は最終日の 11 月 24 日、大阪国際会議場で一般市民

500 人を集め、公開講演会「最新医療と臨床検査」を開いた。同講演会は、「予防医療

の時代に入り、健康管理や生活習慣病、高度先進医療の診断を支える臨床検査の必要

性を、改めて国民に理解してもらいたいとの考えから企画した」もの。櫻林郁之介学

会長（自治医大大宮医療センター）も遺伝子検査に関するガイドラインの作成など、

検査をとりまく状況について解説した。

◎山本日衛協会長　医検分離への取り組み表明

　日本衛生検査所協会の山本義教会長はこのほど、大阪市内で行われた第22 回近畿地

区臨床検査普及月間大会で、医薬分業ならぬ検査分野での「医検分離」に向け、積極

的に取り組む姿勢であることを再度強調した。山本会長は、国民の支持なくして、実

現はありえないと述べ、国民医療に果たす臨床検査の役割の重さを、あらためて考え

る時期にきていると指摘。国民と検査との接点を広げ、現代医療における衛生検査所

の責任と役割を、法整備の面からも確立することこそが、今後の臨床検査の発展につ

ながるポイントとの考えを示した。
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【The Medical & Test Journal 12 月 11 日号から】

◎検査技師の在り方等検討会　衛生検査技師制度の廃止で大筋合意

　厚生労働省の「臨床検査技師、衛生検査技師に関する在り方等検討会」が１２月３

日、省内で開かれ、免許申請で取得できる衛生検査技師制度を廃止する方向で意見集

約された。これは、日本臨床衛生検査技師会が申請免許資格である衛生検査技師の新

規申請登録を廃止するよう要望していたもの。懸案の臨床検査技師と医師との「指示」

関係については、議論が錯綜し、最終結論は得られなかったが、大勢としては「医師

の指示のもとに」という方向で集約される見通しが強い。会議後、厚労省医政局の中

島医事課長は、本紙の取材に対し、「今後２～３回の協議を重ねてもらい、年度内に

は検討結果をまとめたい。それ以降の動きは、現時点ではわからない」と、今後の検

討会の見通しについて述べ、法改正作業の見通しには慎重な姿勢を示した。

◎臨薬協　2001 年度の臨床検査薬売上高 4156 億 7400 万円

　日本臨床検査薬協会は 12 月２日、臨床検査薬の1992 年から 10 年間の経年的売上げ

状況などをホームページ（HP）で公開した。2001 年度の臨床検査薬の売上げは 4156 億

7400 万円で 00 年度の 3971 億 1100 万円を 4.7％上回った。同会は、昨年度の臨床検査

薬の売上げ調査で体外診断用医薬品の売上げを 2569 億 1700 万円と公表していたが、

今年度の調査で 2000 年度の体外診断用医薬品の売上げは 2665 億 6000万円と上方修正

した。それに基づき126 社の会員会社の 01 年度の臨床検査薬の売上調査結果をまとめ

た。

【The Medical & Test Journal 12 月 21 日号から】

◎厚労省の社会医療調査・検査小分類調査

　　　検体検査判断料、検体検査点数全体の 25％を占有

　病院は、来年８月までに病床種別選択を迫られているが、療養病床をもつ病院の入

院の検査点数（レセプト 1件当り）は一般病院の４割、特定機能病院の 2割強にとど

まることが、厚生労働省の 2001 年社会医療診療行為別調査・検査小分類調査結果から

わかった。検体検査判断料がたび重なる診療報酬改定の増点の結果、入院レセプト 1

件当り検査点数のなかで、これまでトップに君臨してきた生化学検査（?）（286.4 点

）に替わり、最も高い点数（296.2 点）を占めることも明らかになった。こうした調査

結果を踏まえ日本臨床衛生検査技師会の岩田進会長（日大板橋病院）は「来年の病床

選択の結果次第では、（療養病床をもつ病院では）FMS などの導入促進が予測される。

今後は、個々の病院検査部が自院の動向を踏まえ、院内業務拡大を進める自助努力を

お願いしたい」と述べ、現在、臨床検査技師、衛生検査技師の在り方等に関する検討

会に要望している生理検査の整備を積極的に進めていきたいとの考えを示した。



6/6

==========================================================================

JACLaP WIRE, No.54 (2003 年 1 月 15 日発刊)

発行：日本臨床検査専門医会［情報・出版委員会］

編集：JACLaP WIRE 編集室　編集主幹：満田年宏

記事・購読（配信）・広告等に関するお問い合わせ先：

〒236-0004　横浜市金沢区福浦 3-9　横浜市立大学医学部臨床検査部医局内

e-mail：jaclap_wire@yahoo.co.jp

TEL:045-787-2721　 FAX:045-786-0392 日本臨床検査医会ホームページ：

http://www.jaclap.org/JACLaP WIRE バックナンバー：

http://www.jaclap.org/wire/index.html#TOP------

**************************************************************************

会員の皆様からの寄稿をお待ちしております！

**************************************************************************

メーリングリスト配信先の変更には 1.氏名, 2.現行登録アドレスと3.変更希望メール

アドレスを添えて http://www.jaclap.org/wire/index.html#TOP---

まで「配信先の変更希望」としてお送り下さい。

**************************************************************************


